
治水事業

道路事業

港湾・空港事業

直轄事業

補助事業

凡
例

石川県内の主要事業

国道４７０号 輪島道路

金沢港大野地区
泊地整備事業

輪島港輪島崎地区
避難港整備事業

七尾港大田地区
国際物流ターミナル整備事業

国道１５９号 金沢東部環状道路

手取川水系（砂防）
甚之助谷上流砂防堰堤群改築

甚之助谷地区地すべり対策

手取川 急流河川対策プロジェクト

梯川
水の郷こまつ梯川緊急
治水対策プロジェクト

石川海岸
侵食・越波対策

若山川総合流域防災事業

（一）蚊爪森本停車場線
（市）大浦・千木町線
金沢外環状道路(海側幹線Ⅳ期)

（主）金沢田鶴浜線
金沢能登連絡道路
(柳田IC～上棚矢駄IC)

（町）準幹４号線
（（仮称）白帆台IC）
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手取川 急流河川対策 の推進

石川県能美郡川北町

事業の概要

手取川は、白山市・能美市・川北町を貫流する急流河川であり、洪水時の流水エネルギーが非常

に大きいため河岸の洗掘や侵食による堤防の決壊が懸念されます。また、ひとたび氾濫すると広範

囲に甚大な被害が発生する恐れがあります。

このため、台風第19号等での被害を踏まえ、氾濫発生の危険性が高い区域等において、洪水対策

として、堤防強化（侵食対策）を推進します。

整備効果
堤防強化（侵食対策）を推進することで、手取川流域の治水安全度を向上させます。

いしかわ かわきたまち

令和元年度補正予算の事業内容

補正予算の充当により、三反田地区の堤防強化（侵食対策）
を推進します。

R1補正事業費
160百万円※1

てどりがわ

てどりがわ

※1:手取川河川改修事業のR1補正全体事業費

てどりがわ

さんたんだ

ほくさん の み かわきたまち

位置図

手取川

石川県川北町三反田地先
かわきたまち さんたんだ

手取川

川北大橋

辰口橋

日本海

川北町
かわきたまち

能美市
の み たつのくちばし

かわきたおおはし

事業区間

の み

H.W.L.

標準横断図

堤防強化（侵食対策）
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小松市
こ ま つ

梯川

小松市
こ ま つ

梯川

水の郷こまつ梯川治水対策 の推進

石川県小松市

事業の概要

梯川では近年出水が頻発し、特に平成29年に氾濫危険水位を2回超過、平成30年も避難判断水位を

超過し、避難勧告が発令されるなど水害のリスクが高い河川であります。近年の出水状況を踏まえ

、平成30年度より洪水時の水位上昇が特に著しい白江大橋（河口より6km）から荒木田大橋（河口よ

り9km）までの一連区間について重点的に河川改修を進めています。

このため、台風第19号等での被害を踏まえ、氾濫発生の危険性が高い区域等において、洪水対策

として、堤防整備を推進します。

整備効果
堤防整備を推進することで、梯川流域の治水安全度を向上させます。

いしかわ こまつ

令和元年度補正予算の事業内容

補正予算の充当により、能美地区の堤防整備を推進します。

R1補正事業費
600百万円※1

かけはしがわ

※1:梯川河川改修事業のR1補正全体事業費

かけはしがわ

の み

かけはしがわさと

かけはしがわ

しらえ あ ら き だ

標準断面図

堤防整備

H.W.L

梯

川

位置図

石川県小松市能美地先
こまつ のみ

事業区間
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手取川水系直轄砂防事業の推進

石川県白山市（甚之助谷上流砂防堰堤群改築）

事業の概要

手取川水系の牛首川上流域には、荒廃が著しい渓流や崩壊した斜面が多数存在し、河床内に不安定な

土砂や流木が大量に堆積・残存しているため、土砂・洪水氾濫による災害発生の危険性が高まっています。

このため、甚之助谷上流砂防堰堤群改築として、砂防堰堤としての機能を維持するだけではなく、

効果量を増加させ砂防堰堤本体の機能を向上させる嵩上げも含めた改築工事に新規着手することで、

土石流となり得る不安定な土砂や土塊の流下を防止し、年間約５万人が訪れる白山登山と観光の要と

なっている登山道等を保全するとともに、下流域の沿川で土砂・洪水氾濫を発生させる原因となり

得る有害な土砂流出を抑制します。

整備効果

砂防堰堤工の整備により、牛首川流域の土砂・洪水氾濫に対する治水安全度を向上させることで、

登山や観光面での安全性が高まるだけでなく、白山市を始めとした保全対象の安全と安心を確保します。

令和元年度補正予算の事業内容

補正予算の充当により、砂防堰堤工の整備に着手します。

いしかわ はくさん

てどりがわ

R1補正事業費
210百万円

じんのすけだに

うしくびがわ

甚之助谷上流
第14号砂防堰堤

下流域の保全対象（白山市）

白山市

白山比咩神社

樹木公園

国道157号

日本海

宮谷川

白山

甚
之
助
谷

別
当
谷

柳谷

牛首川上流部の荒廃

別
当
出
合

甚
之
助
谷

位置図

甚之助谷上流
砂防堰堤群改築

じんのすけだに

甚之助谷

はくさん

てどりがわ

うしくびがわ

はくさん

【保全対象】 白山市、登山道 など
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甚之助谷地区直轄地すべり対策事業の推進

石川県白山市

事業の概要

甚之助谷地区地すべりは、手取川水系牛首川の最上流部に座する白山の西側斜面に位置し、

全国でも例が少ない高山地帯に存在する大規模な地すべり地すべりであり、現在も年間10cmを超える

活発な地すべり活動が継続しています。

昭和９年７月に発生した手取川大水害では、甚之助谷に隣接する別当谷で発生した地すべり由来の

崩壊土砂が原因で河道が閉塞し、これが決壊してしまったことにより、下流域の沿川一帯で多数の

死者・行方不明者が発生しました。

このような大災害の発生を防止するため、甚之助谷地区直轄地すべり対策事業では、集水井や

排水トンネル等の各種地すべり対策工事の計画的な実施により地すべり活動を沈静化させることで、

地すべりに起因する大規模な土砂流出を抑制します。

整備効果

地すべり対策工の整備により、手取川水系全体の土砂・洪水氾濫に対する治水安全度を向上させ、

白山市を始めとした下流域の沿川に在る保全対象の安全と安心を確保します。

令和元年度補正予算の事業内容

補正予算の充当により、地すべり対策工の整備を推進します。

いしかわ はくさん R1補正事業費
1,200百万円

べっとうだに

位置図

じんのすけだに

万才谷排水トンネル（施工中）

地すべり防止区域

地すべりブロック

万
才
谷

柳
谷

赤
谷

白山山頂
ごぜんがみね

御前峰

別
当
谷

甚
之
助
谷

甚之助谷地区地すべりの全景

中間尾根
ブロック

右岸上流
ブロック

右岸下流ブロック

左岸ブロック

左岸大規模
ブロック

てどりがわ

はくさん

甚之助谷地区
直轄地すべり
対策事業

じんのすけだに うしくびがわ はくさん

じんのすけだに

じんのすけだに しゅうすいせい

てどりがわ

S9年7月
手取川大水害
（当時の白峰村
風嵐（かざらし）
の様子）

まんざいだに

令和元年度当初以前

令和元年度補正

令和２年度以降

凡　　例

てどりがわ
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石川海岸 侵食・越波対策の推進（小松工区）

石川県小松市

事業の概要

石川海岸小松工区は侵食が著しく、毎年のように護岸等の被災を受けています。近年は海岸沿い

の砂丘地も工場地帯や住宅地として発展が著しく、高波による越波被害が発生すれば地域経済や雇

用に大きな影響を与える恐れがあります。

このため、平成１６年度から直轄海岸保全施設整備事業に着手し、抜本的な保全対策を推進して

います。

整備効果
海岸保全施設整備を実施することにより、侵食対策とともに波の打ち上げ高の低減が図られ、背

後地の安全度が向上します。

いしかわ こまつ

令和元年度補正予算の事業内容
補正予算の充当により、小松工区の人工リーフの整備を推進します。

※1：石川海岸直轄海岸保全施設整備事業のR1補正予算全体事業費

施設被災状況（小松市安宅地先：平成24年12月）冬季風浪状況（小松工区：平成27年12月）

石川海岸

いしかわ こまつ

いしかわ こまつ

R1補正事業費
512百万円※1

人工リーフ

安宅新町

草野町

小松工区

人工リーフ

こまつ
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国道４７０号 輪島道路事業の推進

石川県輪島市
いしかわ わ じま

わ じま

令和元年度補正予算の事業内容

R1補正事業費
1,000百万円

事業の概要
「能越自動車道」輪島道路は、災害時の緊急輸送路と速達性の確保、高速ネットワーク形成によ

る第三次医療施設へのアクセス性の向上を目的とした、輪島市三井町本江から同市洲衛に至る延長

約４．７ｋｍの道路整備事業です。

整備効果
・高規格幹線道路網の形成、災害に強いネットワークの形成

・第三次医療施設へのアクセス向上

・アクセス時間の短縮による地域の発展・観光の活性化

わ じまのうえつ

わ じ ま す え

現在、輪島道路は令和４年夏までの開通に向け、改良工事及び

（仮称）洲衛高架橋上部工事を推進しています。

補正予算の充当により、本江地区の改良工事（盛土）を実施し、

令和４年夏までの開通に向けて着実に事業を推進します。

ほんこう

至 輪島市街地

至 七尾市

（仮称）洲衛高架橋

のと里山空港IC

す え

み いまち ほんこう

わじま
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現在、金沢東部環状道路では、神谷内IC～金沢森本IC間において、

４車線化に向けた（仮称）月浦トンネル工事を推進しています。

補正予算の充当により、トンネル掘削土を活用する観法寺地区の

改良工事（地盤改良）を実施します。これにより、トンネル工事で

発生した掘削土をより確実に盛土に活用することが可能となり、ト

ンネル工事と改良工事（盛土）が円滑に進みます。

至 金沢市鈴見台

至 金沢市今町
（至 金沢森本ＩＣ）

神谷内ＩＣ

国道１５９号 金沢東部環状道路事業の推進

石川県金沢市
いしかわ かなざわ

かなざわ

令和元年度補正予算の事業内容

R1補正事業費
200百万円

事業の概要
金沢東部環状道路は、金沢中心部における交通渋滞の緩和を図るとともに、北陸自動車道や、の

と里山海道とあわせた広域的な道路ネットワークの形成を目的とした、金沢市今町から同市鈴見台

に至る延長約９．４ｋｍの道路整備事業です。

整備効果
・金沢中心部の交通渋滞の緩和

・広域的な道路ネットワークの形成

かなざわ

かなざわ いままち すず み だいさとやまかいどう

ほくりく

▲ (仮称)月浦トンネル施工状況

かみ や ち かなざわもりもと

つきうら

月浦トンネル

かなざわ

かんぽうじ

かなざわ
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七尾港 大田地区
国際物流ターミナル整備事業の実施

石川県七尾市

事業の概要

七尾港は背後に地域の主要産業である木材加工産業が集積しており、原材料である原木の供給拠

点となっています。木材運搬船の大型化への対応のため、大田地区の物流ターミナルの整備を実施
しています。

整備効果

貨物の取扱能力が向上し輸送コストの縮減が図られます。

令和元年度補正予算の事業内容

補正予算の充当により、泊地の整備を実施します。

R1補正事業費
140百万円

ななお

いしかわ ななお

おおた

七尾港

泊地(水深13m)

ななお

【位置図】

七尾港

大田地区

おおた

-47-



泊地(水深10m)

金沢港 大野地区
泊地整備事業の実施

石川県金沢市

事業の概要

金沢港大野地区の泊地(水深10m)は、供用開始から30年以上が経過し、港内に土砂が堆積している
ことから、泊地の整備を実施しています。

整備効果

泊地の水深が確保され、船舶が安全に利用できるようになります。

令和元年度補正予算の事業内容

補正予算の充当により、泊地の整備を実施します。

R1補正事業費
323百万円

かなざわ おおの

いしかわ かなざわ

金沢港

かなざわ おおの

【位置図】

金沢港

大野地区
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輪島港 輪島崎地区
避難港整備事業の実施

石川県輪島市

事業の概要

能登半島沖を航行する船舶が荒天時に安全に避難・避泊できる水域を確保するため、防波堤の
整備を実施しています。

整備効果

港内の静穏度が向上し、荒天時には船舶が安全に避難・避泊できるようになります。

令和元年度補正予算の事業内容

補正予算の充当により、防波堤の整備を実施します。

R1補正事業費
291百万円

わじま

いしかわ わじま

わじまざき

輪島港

防波堤(第６)

のと はんとう

【位置図】

輪島港

せいおんど
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全体計画区間 Ｌ＝２．９ｋｍ

珠洲市役所

飯田港
飯田町

若山町出田

野々江町

若山町広栗

１

河道掘削

柳橋

二級河川若山川 河川改修事業の推進

石川県珠洲市

事業の概要

珠洲市街地を流れる若山川については、断面が不足し、洪水を安全に流すことのできない狭隘な
河道となっています。そのため、洪水を安全に流すことを目的に、河道の完成断面化を進める、河
道掘削工、護岸工を計画的に進めています。

整備効果
河道掘削等により流下能力が向上します。

位置図

いしかわ すず

わかやまがわ

令和元年度補正予算の事業内容

補正予算の充当により、柳橋周辺の河道掘削および、

若山町延武～大坊地内で樹木伐採・河道掘削を推進します。

R1補正事業費
150百万円

わかやまがわ

若山川

だいぼうのぶたけ

樹木伐採・河道掘削

若山町向

若山町延武 若山町大坊

柳橋
１

す ず

わかやま
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令和元年度の事業内容

補正予算の充当により、一般県道蚊爪森本停車場線及び

市道大浦・千木町線における改良工を実施し、早期開通に

向けて事業を推進します。

事業の概要
金沢外環状道路海側幹線は、山側幹線と一体となって、金沢都市圏の外郭を形成し、交通の円

滑化を図る極めて重要な幹線道路です。

一般県道蚊爪森本停車場線及び市道大浦・千木町線（金沢外環状道路海側幹線Ⅳ期）は、海側

幹線の一部を構成し、金沢都市圏の渋滞緩和及び物流拠点間のアクセス向上、広域交流の促進等

に寄与する道路であり、金沢市大河端町～千木町間２．５ｋｍで事業を推進しています。

整備効果

・金沢都市圏の交通渋滞の緩和ならびに交通事故の低減

・重点港湾金沢港へのアクセス向上

[地域高規格道路 金沢外環状道路]

（一）蚊爪森本停車場線事業

（市）大浦・千木町線事業 の推進

石川県金沢市
かなざわいしかわ

かがつめ もり もと

おお うら

せ ぎ まちかなざわ お こ ばたまち

おおうら せ ぎ まちかがつめもりもと

かなざわ

かなざわ

かなざわ

かなざわかなざわ

かなざわ

せ ぎ まち

R1補正事業費
743百万円

位置図

石川県

(一)蚊爪森本停車場線
(市)大浦・千木町線

施工状況（浅野川 周辺）

かがつめもりもと

おおうら せ ぎ まち

至 富山県

至 白山市

あさのがわ
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事業の概要

主要地方道金沢田鶴浜線の柳田IC～上棚矢駄IC間は、現道の交通混雑の緩和や広域交流の促進

を目的として、羽咋市柳田町から志賀町上棚に至る延長約９．６ｋｍの４車線化整備を行う事業

です。

整備効果

・交通混雑の緩和

・交通事故の減少

・広域交流の促進

[地域高規格道路 金沢能登連絡道路]

(主)金沢田鶴浜線事業(柳田IC～上棚矢駄IC)の推進

石川県羽咋市・羽咋郡志賀町

令和元年度補正予算の事業内容

補正予算の充当により、主要地方道金沢田鶴浜線におけ

る改良工を実施し、早期完成に向けて事業を推進します。

かなざわ た つる はま

かなざわ の と

位置図

石川県

(主)金沢田鶴浜線

か な ざ わ た つ る は ま

いしかわ はくい はくい し か まち

や な い だ う わ だ な や だ

やないだ うわだな や だ

はくい やないだまち しかまち うわだな

Ｒ１補正事業費
723百万円

かなざわ たつるはま

至 七尾市

至 金沢市
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令和元年度補正予算の事業内容

補正予算の充当により、町道準幹４号線（仮称）

白帆台ＩＣにおける改良工を実施し、早期完了に向

けて事業を推進します。

事業の概要

(町)準幹４号線は、金沢能登連絡道路(のと里山海道)の（仮称）白帆台ＩＣへ接続する道路で

、内灘町北部地区から金沢方面へのアクセス性の向上を図ることにより、北部地域の定住促進や

災害時の避難経路拡大、既存施設の利用促進のほか、内灘町内の幹線道路における渋滞緩和、交

通事故削減等を目的としたアクセス道路整備です。

整備効果

・内灘町北部地区から金沢方面へのアクセス性の向上

・内灘町北部地区の定住促進、災害時の避難経路拡大、既存施設の利用促進

・内灘町内の幹線道路における交通渋滞の緩和ならびに交通事故の低減

[ＩＣアクセス]

(町)準幹４号線(仮称)白帆台ＩＣ事業の推進

石川県河北郡内灘町
か ほく うちなだまちいしかわ

じゅんかん

うちなだまち

うちなだまち

しらほだいじゅんかん

うちなだまち

R1補正事業費
180百万円

位置図

石川県

(町)準幹４号線
(仮称)白帆台ＩＣ

うちなだまち

かなざわ のと

かなざわ

かなざわ

うちなだまち

施工状況

しらほ だい

じゅんかん

しらほだい

至 白帆台地区
至 金沢市

至 能登方面
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東北地方整備局管内

北陸地方整備局管内

凡例 治水事業

山形県内の主要事業

飯豊山系（砂防）
荒川上流砂防堰堤改築
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飯豊山系直轄砂防事業の推進

山形県西置賜郡小国町（荒川上流砂防堰堤改築）
やまがた にしおきたま

いいでさんけい

R1補正事業費
184百万円

おぐにまち あらかわ

事業の概要

飯豊山系の荒川流域には、荒廃が著しい渓流や崩壊した斜面が多数存在し、河床内に不安定な土砂や

流木が大量に堆積・残存しているため、土砂・洪水氾濫による災害発生の危険性が高まっています。

このため、荒川上流砂防堰堤改築として、砂防堰堤としての機能を維持するだけではなく、効果量を

増加させ砂防堰堤本体の機能を向上させる嵩上げや流木対策工も含めた改築工事を実施することで、

下流域の沿川で土砂・洪水氾濫を発生させる原因となり得る有害な土砂流出を抑制します。

整備効果

砂防堰堤工の整備により、荒川流域の土砂・洪水氾濫に対する治水安全度を向上させることで、

保全対象である山形県並びに下流域に在る新潟県内の沿川市町村における安全と安心を確保します。

令和元年度補正予算の事業内容

補正予算の充当により、砂防堰堤等の整備を推進します。

いいでさんけい

沢中沢砂防堰堤 改築（部材製作）

大石沢砂防堰堤 改築（腹付け）

徳網砂防堰堤 改築（腹付け及び嵩上げ）

荒川上流砂防
堰堤改築

位置図

おおいしざわ

とくあみ

さわなかさわ

流木対策イメージ （穴渕砂防堰堤）
あなぶち

大石沢

荒川

荒川

沢中沢

あらかわ

あらかわ

あらかわ

やまがた にいがた
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東北地方整備局管内

北陸地方整備局管内

凡例 治水事業

福島県内の主要事業

滝坂地区地すべり対策 阿賀川 浜崎堤防浸透対策
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阿賀川 浜崎 堤防浸透対策 の推進

福島県河沼郡湯川村

事業の概要

日橋川の堤防には主に昭和初期に築造されたものが多く、日橋川左岸全域にわたり漏水や浸透に

対する安全性が確保されていない箇所が多数存在しています。

当該箇所は、堤防の浸透（漏水）に対する安全性が低いことから、大規模出水時に漏水による破

堤・氾濫の危険があり、早急な対策が必要です。

このため、台風第19号等での被害を踏まえ、氾濫発生の危険性が高い区域等において、洪水対策

として、堤防強化（浸透対策）を推進します。

整備効果
堤防強化（浸透対策）を推進することで、阿賀川流域の治水安全度を向上させます。

ふくしま ゆがわむら

令和元年度補正予算の事業内容

補正予算の充当により、浜崎地区の堤防強化（浸透対策）を推進します。

R1補正事業費
208百万円※1

はまさきあ が が わ

にっぱしがわ

※1:阿賀川河川改修事業のR1補正全体事業費

あ が が わ

はまさき

にっぱしがわ

位 置図
福島県湯川村浜崎地先

ゆがわむら はまさき

日橋川

阿賀川

立
川
橋

山
王
橋

喜多方市
き た か た

会津坂下町
あ い づ ば ん げ ま ち

湯川村
ゆ が わ む ら

かわぬま

標準横断図

H.W.L

堤防強化（浸透対策）
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滝坂地区直轄地すべり対策事業の推進

福島県耶麻郡西会津町

事業の概要

滝坂地区地すべりは、福島県西会津町の新潟県境近くに存在し、面積約150ha、深さ（高さ）

約140mの地すべり土塊を有する国内最大級の地すべりであり、平成８年に直轄地すべり対策事業が

開始されるまでは、年間約100cmを超える活発な地すべり活動が発生していました。

万が一、地すべりが活発化し地すべり土塊の活動により阿賀川に河道閉塞が形成されてしまうと、

上流の西会津町や喜多方市では湛水による広域的な被害が発生し、下流沿川では河道閉塞の決壊により

土砂・洪水氾濫が発生する危険性があります。

このような大災害の発生を防止するため、滝坂地区直轄地すべり対策事業では、集水井や排水

トンネル等の各種地すべり対策工事の計画的な実施により地すべり活動を沈静化させることで、

地すべりに起因する大規模な土砂流出を抑制します。

整備効果

地すべり対策工の整備により、阿賀野川水系全体の土砂・洪水氾濫に対する治水安全度を向上させ、

保全対象である福島県並びに下流域に在る新潟県内の沿川自治体における安全と安心を確保します。

令和元年度補正予算の事業内容

補正予算の充当により、地すべり対策工の整備を推進します。

ふくしま や ま

たきさか

R1補正事業費
215百万円

たきさか

にしあいづまち

あ が がわ

にしあいづまち

き た かた

ふくしま

新潟県

山形県

福 島県

長野県

日本海

新潟市

会
津
若
松
市

阿賀野
川

０ 30km

位置図

滝坂地すべり

水上沢砂防
堰堤

令和元年度当初以前

令和元年度補正

令和２年度以降

凡　　例

南北
約 2.1 km

東西
約1.3 km

北部ブロック

南部ブロック

沼田

松坂

常磐

阿賀川

大石西山

集水井群（集水Br進捗）
R1補正
・大石西山排水TN抗門
・大石西山排水TN排水路

OW-6集水ボーリング

OW-1集水ボーリング
大石西山排水TN縦坑（避難抗）

【保全対象】 阿賀町
国道49号、JR磐越西線、
磐越自動車道 など

滝坂地すべり全景写真

H6年頃

袖の沢地区の地割れ
そ で の さ わ

S33年頃
引牧の住居軒下の開口亀裂

にいがた

にしあいづまち

たきさか

あ が の がわ

ふくしま にいがた

令和元年度当初以前

令和元年度補正

令和２年度以降

凡　　例

しゅうすいせい
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凡例 治水事業

長野県内の主要事業

信濃川下流水系（砂防）
中津川上流域砂防堰堤群

姫川水系(砂防)
来馬河原床固工群改築

信濃川上流水系（砂防）
大川沢第１号砂防堰堤改築

【災害復旧関連】
信濃川水系緊急治水対策
プロジェクト（千曲川）

-59-



信濃川水系緊急治水対策プロジェクト(千曲川)※1の着手

長野県長野市 他
ながの ながの R1補正事業費

14,001百万円※2

しなのがわ

※2:千曲川及び犀川の河川等災害復旧費、
河川等大規模災害関連事業費のR1補正全体事業費

事業の概要

令和元年１０月台風第１９号豪雨水害では信濃川水系の千曲川上流域から信濃川中流域の広域に

わたって甚大な被害が発生したことから、流域内の関係機関が連携して河川整備によるハード対策

と地域連携によるソフト対策を一体的かつ緊急的に進めるため、「信濃川水系緊急治水対策会議」

で協議、調整を図り、「信濃川水系緊急治水対策プロジェクト」をとりまとめました。

「信濃川水系緊急治水対策プロジェクト」の概要

○以下の３つを柱として取り組んでいきます。

①被害の軽減に向けた治水対策の推進（河川における対策）

②地域が連携した浸水被害軽減対策の推進（流域における対策）

③減災に向けた更なる取組の推進（まちづくり、ソフト施策）

関係機関が連携し、上記の３つの取組を実施し、概ね５年間で「再度災害防止・軽減」、「逃げ

遅れゼロ」、「社会経済被害の最小化」を目指します。

関屋分水路
新潟港

8

日本海

八ヶ岳

乗鞍岳

槍ヶ岳

浅間山

谷川岳

甲武信ヶ岳

三国川ダム

大河津分水路改修

大町ダム等再編

N

県境
流域界
河川
大臣管理区間
既設ダム(直轄)
浸水範囲

凡 例

0 10 20 40km

十日町市

長岡市

燕市

飯山市

川上村

南牧村

御代田町

軽井沢町

長和町

青木村

生坂村松川村

大町市

塩尻市

小川村

信濃町

高山村

山ノ内町

津南町

信濃川

千曲川

犀川

梓川

※大河津分水路改修と大町ダム等再編事業は、プロジェクトと並行して継続実施する。

＜信濃川本川（国）＞
・災害復旧
・河道掘削
・堤防整備・強化
・遊水地
＜信濃川支川（県）＞
・災害復旧
・溢水対策

＜魚野川（国）＞
・災害復旧
・河道掘削
・堤防強化
＜魚野川支川（県）＞
・災害復旧

＜信濃川本川（県）＞
・災害復旧
・堤防整備
＜信濃川支川（県）＞
・災害復旧

＜千曲川本川（県）＞
・災害復旧
・堤防整備
＜千曲川支川（県）＞
・災害復旧

＜千曲川本川（国）＞
・災害復旧
・河道掘削
・堤防整備・強化
・遊水地
＜千曲川支川（県）＞
・災害復旧
・堤防整備・強化
・内水対策

長野市

飯綱町

＜千曲川本川（県）＞
・災害復旧
・遊水地
＜千曲川支川（県）＞
・災害復旧
・河道掘削
・堤防整備・強化

麻績村

松本市

筑北村

山形村

朝日村＜犀川（国）＞
・災害復旧
・堤防強化
＜犀川支川（県）＞
・災害復旧
・遊水地

小千谷市

立科町

南魚沼市

魚野川

＜魚野川（県）＞
・災害復旧
＜魚野川支川（県）＞
・災害復旧

佐久市

佐久穂町

小海町
北相木村
南相木村

千曲市
坂城町
上田市

＜犀川（県）＞
・災害復旧
＜犀川支川（県）＞
・災害復旧

野沢温泉村

栄村＜犀川（国）＞
・災害復旧

須坂市

小布施町

木島平村

小諸市

東御市

池田町

安曇野市

中野市

【位置図】

魚沼市

※1:｢信濃川水系緊急治水対策プロジェクト」
詳細は右記にてご覧いただけます
http://www.hrr.mlit.go.jp/river/sinanogawakinkyutisuitaisaku/sinanogawakinkyutisuitaisaku_top.htm

■流域における対策
・ため池等既存施設の補強や有効活用
・田んぼダムを活用した雨水貯留機能の
確保
・学校グランドなどを活用した雨水貯留
施設
・排水機場等の整備、耐水化の取組
・防災拠点等の整備

■ソフト施策
・｢まちづくり｣や住まい方の誘導による
水害 に強い地域づくりの検討
・高床式住まいの推進
・マイ・タイムラインの普及
・公共交通機関との洪水情報の共有
・住民への情報伝達手段の強化

新潟県小千谷市内における
浸水被害状況

■河川における対策
対策内容 河道掘削、遊水地、

堤防整備・強化

長野市穂保地先の堤防決壊、
浸水被害状況

令和元年度補正予算の事業内容

信濃川水系緊急治水対策プロジェクトに着手します。

補正予算により、「河川における対策」の河道掘削を実施します。
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信濃川上流水系直轄砂防事業の推進

長野県大町市（大川沢第１号砂防堰堤改築）

事業の概要

信濃川上流水系の高瀬川上流域には、荒廃が著しい渓流や崩壊した斜面が多数存在し、河床内に

不安定な土砂や流木が大量に堆積・残存しているため、土砂・洪水氾濫による災害発生の危険性が

高まっています。

このため、大川沢第１号砂防堰堤改築として、砂防堰堤としての機能を維持するだけではなく、

効果量を増加させ砂防堰堤本体の機能を向上させる嵩上げも含めた改築工事に新規着手することで、

下流域の沿川で土砂・洪水氾濫を発生させる原因となり得る有害な土砂流出を抑制します。

整備効果

砂防堰堤工の整備により、高瀬川流域の土砂・洪水氾濫に対する治水安全度を向上させることで、

大町市を始めとした保全対象の安全と安心を確保します。

令和元年度補正予算の事業内容

補正予算の充当により、砂防堰堤工の整備に着手します。

ながの おおまち R1補正事業費
105百万円

たかせがわ

おおかわさわ

大川沢第１号
砂防堰堤改築

位置図

S44災害の状況

下流域の保全対象（大町市等）

鹿島川

県道槍ヶ岳線

高瀬川
至大町市街

至立山黒部
アルペンルート

上流域の荒廃状況
【保全対象】 大町市、県道槍ヶ岳線 など

大川沢第１号砂防堰堤

しなのがわ

おおかわさわ

おおまち

大川沢

たかせがわ

しなのがわ
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信濃川下流水系直轄砂防事業の推進

長野県下水内郡栄村（中津川上流域砂防堰堤改築）

事業の概要

信濃川下流水系の中津川上流域には、苗場山や鳥甲山からの火山噴出物による脆弱な崩壊斜面が

多数存在し、絶えず繰り返される浸食崩壊によって河床内に不安定な土砂が大量に堆積しているため、

土砂・洪水氾濫による災害発生の危険性が高まっています。

このため、中津川上流域砂防堰堤改築では、砂防堰堤としての機能を維持するだけではなく、

効果量を増加させ砂防堰堤本体の機能を向上させる嵩上げも含めた改築工事を実施することで、

下流域の沿川で土砂・洪水氾濫を発生させる原因となり得る有害な土砂流出を抑制します。

整備効果

砂防堰堤工の整備により、信濃川下流水系全体の土砂・洪水氾濫に対する治水安全度を向上させ、

保全対象である長野県並びに下流域に在る新潟県内の沿川市町村における安全と安心を確保します。

令和元年度補正予算の事業内容

補正予算の充当により、砂防堰堤工の整備を推進します。

ながの しもみのち さかえむら

しなのがわ

R1補正事業費
100百万円

なかつがわ

中津川上流域砂防堰堤改築

位置図

【保全対象】 国道405号 など

中津川上流域砂防堰堤

ひび割れ

既設砂防堰堤（小赤沢）の損傷状況

なえばさん とりかぶとやまなかつがわ

なかつがわ

しなのがわ

しなのがわ

中津川

ながの にいがた
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姫川水系直轄砂防事業の推進

長野県小谷村（来馬河原床固工群改築）

事業の概要

姫川水系の上流域には、荒廃が著しい渓流や崩壊した斜面が多数存在し、河床内に不安定な土砂や

流木が大量に堆積・残存しているため、土砂・洪水氾濫による災害発生の危険性が高まっています。

この中でも浦川上流域には、日本三大崩れの一つと言われる稗田山の大崩壊地が存在しており、

出水時には流下エネルギーの大きい土砂流出が頻発する傾向にあるため、砂防設備の摩耗・損傷が

著しく進行しています。

このため、来馬河原床固工群改築では、砂防設備としての機能を維持するために、姫川本川と

浦川の合流点直下に位置する既存の床固工群について改築工事を実施することで、下流域の沿川で

土砂・洪水氾濫を発生させる原因となり得る有害な土砂の再流出（二次移動）を抑制します。

整備効果

床固工の整備により、姫川水系全体の土砂・洪水氾濫に対する治水安全度を向上させ、保全対象

である長野県並びに新潟県内の沿川市町村における安全と安心を確保します。

令和元年度補正予算の事業内容

補正予算の充当により、床固工の整備を推進します。

ながの おたりむら

ひめかわ

R1補正事業費
320百万円

くるまがわら

くるまがわら

ひえだやま

来馬河原床固工群改築

位置図

上流域の荒廃状況（稗田山崩壊地）

既存設備（床固工）の損傷状況

上流の稗田山崩壊地上流の荒廃状況

来
馬
河
原
床
固
工
群

【保全対象】
小谷村、保全人家、
国道148号、JR大糸線 など

ひめかわ

うらかわ

姫川

にいがた

浦川

ひめかわ

ひめかわ

うらかわ

なが の
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中部地方整備局管内

北陸地方整備局管内

凡例 治水事業

岐阜県内の主要事業

神通川水系（砂防）
高原川流域砂防設備改築

-64-



神通川水系直轄砂防事業の推進

岐阜県高山市（高原川流域砂防設備改築）
ぎ ふ たかやま

じんづうがわ

R1補正事業費
270百万円

たかはらがわ

事業の概要

神通川水系の高原川流域には、荒廃が著しい渓流や崩壊した斜面が多数存在し、河床内に不安定な

土砂や流木が大量に堆積・残存しているため、土砂・洪水氾濫による災害発生の危険性が高まって

います。

このため、高原川流域砂防設備改築では、砂防堰堤としての機能を維持するだけではなく、

効果量を増加させ砂防堰堤本体の機能を向上させる嵩上げも含めた改築工事を実施することで、

下流域の沿川で土砂・洪水氾濫を発生させる原因となり得る有害な土砂流出を抑制します。

整備効果

砂防堰堤工の整備により、神通川水系全体の土砂・洪水氾濫に対する治水安全度を向上させ、

保全対象である岐阜県並びに下流域に在る富山県内の沿川市町村における安全と安心を確保します。

令和元年度補正予算の事業内容

補正予算の充当により、砂防堰堤工の整備を推進します。

じんづうがわ

高原川流域砂防設備改築

位置図

中尾地
区

黒谷第１号砂防
堰堤

餌掛谷上流第２号砂防堰堤

【保全対象】 富山市・高山市・飛騨市
国道８号、JR北陸本線、北陸自動車道 など

たかはらがわ

たかはらがわ

じんづうがわ

ぎ ふ と やま

餌掛谷

S54 洞谷土石流災害 H18 柳谷土石流
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凡例 港湾・空港事業

福井県内の主要事業

敦賀港金ケ崎地区
泊地整備事業
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泊地(水深10m)

敦賀港 金ケ崎地区
泊地整備事業の実施

福井県敦賀市

事業の概要

敦賀港金ケ崎地区の泊地(水深10m)は、供用開始から20年以上が経過し、港内に土砂が堆積して
いることから、泊地の整備を実施します。

整備効果

泊地の水深が確保され、船舶が安全に利用できるようになります。

令和元年度補正予算の事業内容

補正予算の充当により、泊地の整備を実施します。

R1補正事業費
260百万円

つるが かねがさき

ふくい つるが

敦賀港

つるが かねがさき

【位置図】

敦賀港

金ケ崎地区
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その他の主要事業 
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洪水等により被害を受けた河川管理施設の補修等

北陸地方整備局管内

事業の概要

令和元年10月の台風第19号出水をはじめ、今年度に発生した台風や豪雨等により、河川内に堆積
した土砂・塵芥の除去や被害を受けた河川管理施設の補修等を実施します。

整備効果
これらの除去や補修等を行うことで、河川管理施設の必要な機能を回復させ、洪水時の安全性を

確保します。

令和元年度補正予算の事業内容

これまでの出水において堆積した土砂・塵芥の除去や河川管理施設の補修等を実施します。

①堆積土砂・塵芥の除去

②護岸補修

③備蓄資材の確保

施設周辺に堆積した土砂や流木等塵芥を除去し、施設の機能を回復する

出水により破損した護岸等施設を補修し、機能を回復する

出水時の復旧に使用した備蓄資材を補填し、次期出水に備える

詰石流失

根固め沈下
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河川情報の充実に向けた整備の推進

北陸地方整備局管内

事業の概要
平成30年7月豪雨や令和元年10月の台風第19号では、河川の氾濫等により、各地で甚大な被害が発

生しました。国土交通省では、簡易型河川監視カメラの設置など、河川情報の充実を図る取組を進
めており、引き続き、防災情報の迅速かつ的確な把握と、分かりやすい情報提供を目指した整備を
推進します。

整備効果
河川情報を充実させることにより、地域住民の円滑な避難行動の促進を図ります。

令和元年度補正予算の事業内容

北陸地方整備局管内において、簡易型河川監視カメラや危機管理型水位計の設置を推進するとと
もに、浸水想定図の整備を推進します。

河川情報の充実に向けた整備イメージ
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排水作業の効率化に向けた整備の推進

北陸地方整備局管内

事業の概要
令和元年10月の台風第19号では、各地で大規模かつ広域的な浸水被害が発生し、浸水範囲の把握

に時間を要するとともに、排水ポンプ車による排水作業にも多くの日数を要しました。そこで、浸
水域における迅速な排水活動を実施するため、移動式アドホック型簡易水位計を配備し、排水作業
の効率化を図ります。

整備効果

移動式アドホック型簡易水位計による遠隔状況監視により、現場作業の安全性向上と効率的な
排水計画の遂行を推進します。

令和元年度補正予算の事業内容

北陸地方整備局管内において、移動式アドホック型簡易水位計を配備します。

移動式アドホック型簡易水位計の配備イメージ

遠隔状況監視による現場作業の安全性向上
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土砂災害リスク情報の充実に向けた整備の推進

北陸地方整備局管内

事業の概要

令和元年10月の台風第19号では、土砂災害等により各地で甚大な被害が発生しました。そのため、

土砂災害リスク情報の充実を図る取組として航空レーザ測量データの取得を推進します。

整備効果

高精度地形情報の取得により、河道閉塞決壊時の下流区間への影響範囲を推定し、大規模土砂災

害発生時の初動対応の迅速化を図ります。

令和元年度補正予算の事業内容

北陸地方整備局管内において、航空レーザ測量データの取得を実施します。

航空レーザ計測のイメージ

高精度地形情報

土砂流出影響範囲の推定（イメージ）

河道閉塞

湛水範囲

河道閉塞の決壊により

被害が及ぶ範囲
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事業の概要

道路の老朽化対策

老朽化により損傷が進行している橋梁・トンネル等の道路構造物について、補修を前倒して実
施することで、安全・安心で信頼性の高い道路ネットワークの確保を図ります。

令和元年度補正予算の事業内容

道路の老朽化対策の推進

北陸地方整備局

道路の老朽化対策

＜ 橋 梁 ＞

＜ 洞 門 ＞

（ 支承の損傷 ） （ 補修：支承の更新 ）

（ 鋼部材の腐食及び塗装劣化 ） （ 補修：塗装塗替 ）
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事業の概要

未就学児等の交通安全緊急対策

「未就学児を中心に子供が日常的に集団で移動する経路の緊急安全点検」の結果等を踏まえた
交通安全対策を実施します。

令和元年度補正予算の事業内容

未就学児等の交通安全緊急対策の推進

北陸地方整備局

未就学児等の交通安全緊急対策

＜ 緊急安全点検の実施 ＞

＜ 点検結果を踏まえた交通安全対策の実施 ＞

（ 現状 ） （ 対策イメージ：防護柵の設置 ）

（ 点検の実施状況 ）
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事業の概要

道の駅の防災機能向上

豪雨等の自然災害に対する安全・安心を確保するため、道の駅において貯水タンク・防災
トイレ等を整備をします。

令和元年度補正予算の事業内容

道の駅の防災機能向上の推進

北陸地方整備局

道の駅の防災機能向上

（ 整備例：貯水タンク ） （ 整備例：防災トイレ ）
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洪水被害の軽減・復旧迅速化に向けた整備の推進

北陸地方整備局管内

事業の概要

令和元年10月の台風第19号では、各地で大規模かつ広域的な浸水被害が発生し、排水ポンプ車に
よる排水作業に多くの日数を要し、また排水後の道路上には大量の土砂が堆積するなど迅速な復旧
活動の支障となっていました。そこで、浸水域における洪水被害の軽減、堆積土砂の迅速な撤去を
図るため、排水ポンプ車や照明車、路面清掃車、散水車を追加配備します。

整備効果
排水ポンプ車や照明車、路面清掃車、散水車を追加配備することにより、洪水被害の軽減・迅速

な土砂撤去を行います。

令和元年度補正予算の事業内容
北陸地方整備局管内において、排水ポンプ車や照明車、路面清掃車、散水車の追加配備を推進し

ます。

排水ポンプ車・照明車による復旧活動状況

路面清掃車による堆積土砂撤去状況

-76-


